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　毎年７月を「差別をなくす強調月間」と定め、県下全域で部落差別を
はじめ、あらゆる差別の撤廃に向けた運動が展開されます。
　天川村では、来る７月20日（金）午後１時30分から山村開発センタ
ー・大ホールにおいて、差別をなくす村民集会を開催いたします。
　今年は、落語家『笑福亭鶴笑』さんをお招きし、人権講演会を開催し
ます。
　たくさんの皆様のご参加をお願い致します。

演題「地上に平和を 人に笑顔を ～笑いは世界の共通語～」
『笑福亭鶴笑』　プロフィール
・1984年六代目笑福亭松鶴に入門
・�1990年のニューヨーク公演を皮切りに、世界各国で毎年落語公演を続け
る国際派落語家として活躍
　�公演実績は、世界各国100都市以上にのぼり、笑いは国の数だけあるこ
とを経験する。
　現在は、文化庁「文化交流使」第1号に指名され、日本文化を世界に発信し続けている。
　日本人として初めて世界三大コメディーフェスティバルを制覇した他、海外での大きな賞も多数受賞
・1993年「ＡＢＣお笑いグランプリ優秀新人賞」受賞
・2003年「芸術選奨文部科学大臣新人賞」受賞
・2015年パペット落語が厚生労働省認定の児童福祉文化財特別推薦を受賞

　　　　平成30年７月20日（金）
　　　　　　　　　午後１時30分　開演
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　乗って来てね！

差別をなくす村民集会開催のお知らせ
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国 民 年 金  こ  ん  な と き は 届 出 を
【60歳までの被保険者の加入や種別変更などの届出 】

【65歳からの年金受給の申請・届出】

※�平成30年３月以降、各種届出・申請等に際し、原則個人番号（マイナンバー）を記載して届出を
行うこととなりました。届出の際には、個人番号カード（通知カード）及び年金手帳・印鑑をご持
参いただきますようお願いいたします。

■　住民課　国民年金係　　☎６３－０３２１　（内線１６５）

こ ん な と き  変更後の
被保険者種別 届　出　先

20歳になった人
 学生、自営業、無職などである 第１号

被保険者 天川村役場

厚生年金保険や共済組合等に加入してい
る配偶者に扶養されている

第３号
被保険者  配偶者の勤務先

現在第 １ 号
被保険者の人

就職して厚生年金保険や共済組合等に加
入した

第２号
被保険者 勤務先

結婚や減収等で厚生年金保険や共済組合に加
入している配偶者に扶養されるようになった

第３号
被保険者  配偶者の勤務先

現在第 2 号
被保険者の人

会社を退職した
（※離職日のわかる退職証明書が必要）

第１号
被保険者 天川村役場

退職して厚生年金保険や共済組合等に加入
している配偶者に扶養されるようになった

第３号
被保険者  配偶者の勤務先

現在第 ３ 号
被保険者の人

増収や離婚等で配偶者に扶養されなくな
った

第１号
被保険者  天川村役場配偶者が厚生年金保険や共済組合等に加

入 していた会社を退職した（※）

配偶者が６５歳になり、第２号被保険者
でなくなった

就職して厚生年金保険や共済組合等に加
入した

第２号
被保険者 勤務先

配偶者が転職等で加入する年金制度が 変
わった

第３号
被保険者

 配偶者の
新しい勤務先

加入年金制度 提出先

65歳に
なった人

老齢基礎年金裁定請求書を提出 国民年金のみ 天川村役場

老齢厚生年金裁定請求書を提出 厚生年金のみ 大和高田年金事務所

老齢基礎・厚生年金裁定請求書を提出 両方ある人 大和高田年金事務所
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　�※村立資料館は７月24日、８月14日は臨時開館します。

　※エコミュージアムセンターは７月25日、８月１日、
　　８月15日は臨時開館します。

　※山上ヶ岳歴史資料館は日曜日、祝日と８月13日に開館します。

入浴施設の夏休みの営業時間について

①洞川温泉センター（洞川財産区）

　７月21日（土）から８月19日（日）まで
　開館時間11時～最終受付20時30分（21時閉館）
　※８月８日、15日は定休日（水）ですが、臨時営業いたします。

②天の川温泉センター（山と温泉共同事業体）

　７月15日（日）から８月31日（金）まで
　夏休み期間中の営業時間の変更はありません。
　※７月20日～８月28日は無休で営業いたします。

③天川薬湯センターみずはの湯（山と温泉共同事業体）

　７月20日（金）から８月28日（火）まで
　開館時間11時～最終受付20時30分（21時閉館）	
　但し、期間中の土曜日は最終受付21時30分（22時閉館）
　※７月20日～８月28日は無休で営業いたします。
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　６月９日（土）大淀町の大前梨果園農場で吉
野警察署主催の「交通安全事故ナシ（梨）作
戦」梨の文字入れが実施されました。天川村か
らは、天川村交通安全協会、天川村交通安全母
の会の方々に参加していただきました。
　直径３ｃｍほどの小さな実にアイスピックで
「交通安全」などの標語を刻みました。秋に
は、この日書いた文字が茶色く浮かびあがった
梨が収穫され、９月の交通安全期間中に「交通
安全事故ナシ」の願いを込めて歩行者やドライ
バーに配られます。

「交通安全事故ナシ（梨）作戦」梨の文字入れに参加しました

【申込み・問合せ先】〒638‒0431　奈良県吉野郡天川村洞川784‒32　洞川エコミュージアムセンター
　　　　　　　　　☎64‒0999　℻64‒0888〈E-mail〉chiikiseisaku@vill.tenkawa.lg.jp
※　参加費の一部は天川村の自然を守る「山癒の里基金」に寄附させていただきます。

洞川エコミュージアムセンター洞川エコミュージアムセンター洞川エコミュージアムセンター

７月14日（土）13：30〜16：00
谷先生のおもしろいお話で、楽しく川の生き物や環境について身近に感じてみよう！源流の冷たさや珍しい
水生昆虫発見！（センター前の河原＝幼少中学生を中心に）（※小雨決行ただし、大雨後増水時中止）
【講　　師】環境科学博士　谷　幸三さん
【集合場所】洞川エコミュージアムセンター【定　員】60名【時　間】13：30～16：00
【持ち物】水筒・帽子・タオル・雨具・川に入れる服装・ぬれてもよいサンダル等【参加費】2,000円（小中学生半額）入浴券付

親子で挑戦！川の生き物を見てみよう、調べてみよう！
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平成30年度　全国簡易水道大会及び通常総会  開催
　５月29日、北海道札幌市にて「平成30年度　全国簡易水
道大会及び通常総会」が開催されました。
　当日は、山崎会長（北海道京極町長）挨拶をはじめ、厚
生労働省是

これ
澤
さわ
水道課長、総務省本

もとじま
島・公営企業経営室長、

高橋北海道知事等から祝辞がありました。
　本大会では、車谷副会長（天川村長）から次の内容のとおり大会決議が読まれ、実現に
向け会員一致団結、決意を新たにより一層の努力を誓い合いました。

　最後に次期開催地として、車谷副会長（天川村長）より挨拶があり無事閉会しました。
来年は、全国大会が奈良県で開催されます。

 
　６月７日、奈良市ならまちセンターにて「平成30年度　
奈良県治水砂防協会総会」が開催されました。
　第１部では、平成29年度の事業報告並びに決算報告及び
平成30年度の事業計画案と予算案が提出され満場一致で採
択されました。
　第２部では、当協会会長の上田大和郡山市長の挨拶を始
め、村井奈良県副知事、東近畿地方整備局地域河川調整官より来賓挨拶があり、その後、
山下奈良地方気象台長より「近年の大雨の特徴と防災気象情報の改善」について、講演い
ただきました。
　最後に、当協会副会長である車谷天川村長より「治水・砂防の推進に関する提言」が読
み上げられ、これから来る梅雨や台風シーズンに向けて、さらなる防災意識を高め合いま
した。

平成30年度　奈良県治水砂防協会総会  開催

①簡易水道関係国庫補助所要額の満額確保及び補助要件の緩和
②簡易水道国庫補助率２分の１以上の引上げ
③簡易水道統合激変緩和措置と新たな財政支援
④簡易水道関係財政措置の充実
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選挙人名簿　６月定時登録（平成30年６月１日）
　平成30年６月１日山村開発センター会議室において選挙管理委員会が開催され、選挙人名簿の定
時登録が行われました。
　今回の定時登録による選挙人名簿者数は次の表のとおりです。

男 女 合計

30．３．１の選挙人名簿登録者数（定時登録） 605 699 1,304

名簿抹消者数 5 7 12

名簿登録者数 5 4 9

30．６．１の選挙人名簿登録者数 605 696 1,301

選挙人名簿の登録について

　災害は家族がそろっている時に発生するとは限らず、家族がバラバラにいる時に起き
る可能性もあります。日頃から必要な準備をしておくとともに、災害が発生したら落ち着
いて、避難・安否確認などの行動をとりましょう。

災害が発生したら・・・
　被災した場合には、自分の状況を、自分から家族や知人に知らせるとともに、家族の安
否を確認することが重要です。ただ、災害発生時に電話が殺到すると、被災地域内におけ
る電話がつながりにくくなり、安否確認や、消防、警察への連絡等に支障が発生します。
友達同士、親戚同士などで安否情報を素早く正確にリレーすることが大切です。安否確認
には、災害用伝言ダイヤル１７１などのサービスを活用しましょう

「１７１災害用伝言ダイヤル」の利用方法（被災地から録音し、被災地外で聞く場合）

防災 てんかわ 第66回　◆ 安否確認 ◆

お問合わせ先　天川村役場　総務課　☎６３－０３２１ 

被　災　地 被　災　地　外

①１７１をダイヤル
②「１」（録音）を選ぶ
③自分の電話番号をダイヤル
④メッセージを録音

①１７１をダイヤル
②「２」（再生）を選ぶ
③相手の電話番号をダイヤル
④メッセージの再生
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　自分が所有している山林でも、伐採する場合は、事前に「伐採及び伐採後の造林の届出書」を役

場に提出する必要があります。

　売買・相続・贈与等で、新たに森林の土地の所有者となった場合、「森林の土地の所有者届出

書」を役場に提出する必要があります。

　山林の所有者が変更となるとき、または伐採をするときには、所定の様式により届出を行ってく

ださい。

　「伐採及び伐採後の造林の届出書」と「森林の土地の所有者届出書」については役場森林政策課

にてお渡しいたします。

問い合わせ先 ： 森林政策課　☎６３－０３２１（内線１３０，１３１）

対 象 者 森 林 所 有 者

対象となる森林
地域森林計画の対象となっている民有林で、保安林、保安施設地区

を除いたもの

届出時期
伐採を始める日の90日から30日前までの間です。ただし、森林経

営計画に基づいた伐採の場合には、事後の届出となります。

提出書類 伐採及び伐採後の造林の届出書

対 象 者
売買や相続、贈与、法人の合併などにより、林地を新たに取得した方

（個人や法人は関係ありません）

届出時期 所有者となった日から90日以内

提出書類

①森林の土地の所有者届出書

②取得したことが分かる書類

  （登記事項証明書(写し可)または土地の売買契約書　など）

③土地の位置を示す図面

森林の所有・伐採には届出が必要です。

伐採及び伐採後の造林の届出制度

森林の土地の所有者届出制度
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　平成30年度において、天川村が入札により発注する施業放置林整備事業に係る作業員登録を行い
ます。参加される方は、「提出書類」に記載している関係書類を添えてお申し込みください。但
し、１組３名以上のグループでないとご参加できませんので、ご注意ください。

記

◆登録対象者　　天川村に住所登録がある75歳未満の方
　　　　　　　　天川村内事業者であれば、会社名で登録できます。

◆受 付 期 間　　平成30年７月１日～平成30年８月30日

◆提 出 書 類　　下記「提出書類」を参照

◆提 出 方 法　　持参もしくは郵送

◆注 意 事 項　　�提出書類の記載事項、添付書類に不備が無いように十分精査のうえ期日までにご
提出ください。提出書類の内容と事実が相違していることが判明したときには、
入札参加を取り消すことがありますのでご注意ください。

◆お問い合せ・提出先
　　　　　　　　〒６３８－０３９２　吉野郡天川村大字沢谷60番地
　　　　　　　　天川村役場　森林政策課　☎６３－０３２１（内線130・131）

「提出書類」

○森林整備事業委託に係る競争入札参加資格審査申請書（作業員登録）

○森林整備作業経歴書（直近３ヶ年の経歴）

○作業員全員の平成29年度納税証明書の写し

　（事業者の場合は、会社の納税証明書を提出して下さい。）

○チェーンソーの安全講習修了証の写し

○森林整備安全管理研修修了証の写し

※森林安全管理研修は奈良県主催の研修となります。

　お問い合せは、奈良県木材会館まで（☎０７４４－２２－６２８１）

　一度研修を受けている場合は、３年に１度更新が必要となります。

施業放置林整備事業　作業員登録のお知らせ
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◇ 社会を明るくする運動とは
　～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～は、すべての国民が、犯罪や非行の防止
と、罪を犯した人たちの更正について理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪のない
明るい社会を築こうとする全国的な運動で、今年で68回目を迎えます。
◇ 重点事項
　①　出所者の事情を理解した上で雇用する企業の数を増やすこと。
　②　帰るべき場所がないまま、刑務所から社会に戻る人の数を減らすこと。
　③　薬物依存からの回復と、社会復帰を長期的に支える地域の環境を作ること。
　④　犯罪をした高齢者・障害者等が社会復帰に必要な支援を受けられる環境を作ること。
　⑤　非行少年が学びを継続できる環境を作ること。
◇ 行動目標
　①　罪や非行をした人たちの立ち直りを支えよう。
　②　犯罪や非行のない安全・安心な地域社会を築くための取組を進めよう。

　村では、村内啓発パレード、夏祭り（水分神社・八坂神社・天河大辨財天社例大祭）での街頭指導
を実施します。
　社会を明るくする運動に、皆様ご協力よろしくお願いします。

「社会を明るくする運動」天川村推進委員会

第68回社会を明るくする運動
～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～
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　こんにちは！協力隊の安大で

す。

　去年の12月中頃から天川村に

来させていただき早いもので半

年が経ちました。

　個人的には村や地域の方のお

かげで楽しく過ごせています!

　しかし私が運営と管理をして

いる「シェアオフィス西友」には、まだまだどういった所かわからないという意見も多くいた

だきます。西友の主な利用者は村外に住むパソコンで仕事をするような方ですが、もちろん村

内の方にもご利用いただけるので今回はそちらを中心にご説明させていただきます。

　土日限定の地参知笑レストランは３月で終わり、４月からは土日だけではなく平日も開いて

いるカフェをしております！（定休日は水曜と木曜です。）そして６月からは地域おこし協力

隊の幸家さんと共に、挽きたてコーヒーや手作りデザートなどのご提供を始めており、以前の

カフェよりも内容が充実しております。ぜひ一度お越しください！

　西友ではスマホやパソコンなどでお困りの方への相談も随時受け付けております。

　また基本操作やスマホ活用講座なども企画しておりますので、これからスマホにしようと悩

んでおられる方や、もっとスマホやパソコンを活用したいとお考えの方はお気軽に西友にお越

しください。私がご対応させていただきます！

　その他にも様々なイベントが開催予定ですのでお楽しみに^^

　西友は村外の方との交流の場としても皆さんに活用していただきたいので、定期的に訪れて

いただければ幸いです！

天川村地域おこし協力隊だより　㉓

　　1, カフェとしてご利用ください！

　　2, スマホ講座なども企画しています！
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　日本人の平均寿命が伸び続け、団塊の世代も
高齢者世代に突入した日本は、これまで経験し
たことのない超高齢化社会となっています。日
本の人口構成比は2015年時点で65歳以上の高
齢者１人に対して20～64歳の働く世代は約2.4
人。政府の推計では、2050年には１人の若者が
１人の高齢者を支えなければならない時代とな
ると予想されています。しかし、天川村は現時
点（2015年）ですでに1人の若者が1人の高齢
者を支える状況となっています。

　こうした現状を受けて問題となっているのが、介護を必要とする高齢者の介護ケアや医
療ケアの供給不足や実情にそぐわない介護・医療サービスの姿。現時点でも、特別養護老
人ホームへの待機者数が増加し続け、介護ケアの供給が不足している中で、65歳以上の
高齢者のうち、介護を必要とする人の中で認知症高齢者数だけでも2025年には470万人
にもなると予想されており、これまでの高齢者への介護ケア・医療ケアのあり方を根本的
に見直さなければいけない時期にさしかかってきていると言えます。高齢化に伴う介護・
医療を取り巻く問題を国として、そして国民として上手に乗り越えていこうとする厚生労
働省の提案が、地域包括ケアシステムの推進です。

今の天川村が直面している超高齢化社会とは？

健康福祉課だより 地域包括ケアシステムと地域
ケア会議について説明します

地域包括ケアシステムの中に、「重度要介護者となっても、なるべく長く、
住み慣れた地域で暮らす」という方針が掲げられており、「施設から在宅
へ」ケアの場を移行していこうとしています。
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◯地域包括ケアシステムの構築のためには、①高齢者個人に対する支援の充実と、
　②それを支える社会基盤の整備とを同時に進めていく必要があります。
◯�地域ケア会議は、それを実現するためのツールです。具体的には、多職種の第三者による
専門的視点を交えて、ケアマネジメントの質の向上を図り、高齢者の在宅生活の限界点を
引き上げ、また、個別ケースの課題分析等の積み重ねにより、地域課題を把握し、地域に
必要な資源開発や地域づくり、さらには介護保険事業計画への反映などの政策形成につな
げます。一方、地域づくりや政策形成等につなげる会議は市町村が開催します。

　天川村では平成30年４月から『自立支援型の地域ケア会議』を毎月開催しています。
主に個別ケース（困難事例や要支援からの卒業等）を２、３例話し合い、会議の後もそれ
ぞれの専門職が継続した関わりを持つことで課題の解決につなげています。これから会を
重ねることで、天川村独自の支援体制の構築につなげていく予定です。また、専門職では
解決が困難な課題は市町村レベルの会議で話し合い、持続した在宅生活ができる村づくり
を目指します。

資料：平成24年度全国厚生労働関係部局長会議（厚生分科会）資料/老健局/厚生労働省を基に作成

個別の
ケアマネジメント

地域包括支援センターレベルでの会議

地域課題の把握

地域づくり・資源開発

政策形成

市町村レベルの会議

サービス担当者
会議
（全てのケースに
ついて、多職種協
働により適切なケ
アプランを検討）

◯地域包括支援センターが開催
◯個別ケース（困難事例等）の支援内容を通じた
①地域支援ネットワークの構築
②高齢者の自立支援に資するケアマネジメント支援

地域の特性に応じた地域包括ケアシステムを実現するための
市町村の取り組みの一つとして「地域ケア会議」があります。

《天川村の主な構成員》
医師、看護師、保健師、
行政職員（介護担当）、
生活支援コーディネータ
ー、社会福祉士、ケアマ
ネージャー、歯科衛生
士、社会福祉協議会職
員、介護福祉士
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保 健 事 業 の お 知 ら せ

　熱中症の発生は７～８月がピークになります。熱中症は、屋外やスポーツ中だけに起こるわけではあ
りません。屋内でも温度、湿度が高い場合には発症することがあります。特に高齢者は熱中症にかかり
やすい傾向がありますので、十分注意して下さい。

＊熱中症とは・・・
　○�高温多湿な環境下で、体内の水分や塩分のバランスが崩れたり、体温調節機能がうまく働かないこ
とにより、体内に熱がたまり、筋肉痛や大量の発汗、さらには吐き気や倦怠感などの症状が現れ、
重症になると意識障害などが起こります。

　○�気温が高い、湿度が高いなどの環境条件と、体調が良くない、暑さに体がまだ慣れていないなどの
個人の体調による影響とが組み合わさることにより、熱中症の発生が高まります。

　○�屋外で活動しているときだけでなく、就寝中など室内で熱中症を発症し、救急搬送されたり、不幸
にも亡くなられたりする事例が報告されています。

＊こんな症状があったら熱中症を疑いましょう！
　＜軽度＞　めまい、立ちくらみ、筋肉痛、汗がとまらない
　＜中度＞　頭痛、吐き気、体がだるい（倦怠感）、虚脱感
　＜重度＞　意識がない、けいれん、高い体温である
　　　　　　呼びかけに対し返事がおかしい
　　　　　　まっすぐ歩けない、走れない

＊熱中症を疑ったときは・・・
　熱中症を疑ったときには緊急事態であることを認識し、重症の場合は救急車を呼ぶことはもちろん、
現場ですぐに身体を冷やし始めることが必要です。
　① 涼しい日陰やクーラーの効いた室内などへ移動する。
　② 衣服をゆるめて、身体を冷やす（氷や冷たい水でぬらしたタオルを手足に当てる）
　③ 水分・塩分を補給する。
　④ 医療機関へ運ぶ。

＊熱中症の予防方法
　熱中症の予防には「水分補給」と「暑さを避けること」が大切です！
　熱中症はちょっとした注意で防ぐことができます！

　① 体調を整える。
　　→睡眠不足等で体調の悪い時は、暑い日中の外出や運動は控えましょう。
　　　暑さの感じ方は人によって異なります。自分の体調の変化に気をつけましょう。
　② 服装に注意。
　　→通気性の良い・吸湿・速乾の衣服を着用し、外出時には帽子や日傘を使用しましょう。
　③ こまめに水分補給。
　　→�「のどが乾いた」と感じたときは、すでにかなりの水分不足になっていることが多いものです。

のどの渇きを感じていなくても定期的に少しずつ水分を補給しましょう。
　④ 年齢も考慮に入れて。
　　→子供や高齢者は熱中症にかかりやすいので、特に予防を心がけましょう。
   ⑤ こまめに休憩を。
　　　→屋外での活動時には日陰等を利用してこまめに休憩しましょう。

　特にこの数年は猛暑の日が続いており、熱中症の危険性が高くなっています。一人ひとりが、熱中症
予防の正しい知識をもち、自分の体調の変化に気をつけるとともに、周囲の人にも気を配り、予防を呼
びかけ合って、熱中症を防ぎましょう！

熱中症にご注意を！
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閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　７月の予定表

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜4：00）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

	 1	 日	

	 2	 月	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 3	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１

	 4	 水	 診　　察	 診　　察		

	 5	 木	 診察(松村医師)	 診察(西尾医師)		  不　燃

	 6	 金	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 7	 土	

	 8	 日		

	 9	 月	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 10	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１

	 11	 水	 診　　察	 診　　察		

	 12	 木	 診察(松村医師)	 診察(西尾医師)		  資源２

	 13	 金	 診　　察	 診　　察	 発達相談会	 燃　焼

	 14	 土	

	 15	 日	

＊医師不在時は投薬はできません。薬の切れる方は早めに受診して下さい。

粗　大
（予約）

粗　大
（予約）
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閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日（海の日）

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　７月の予定表

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜4：00）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

	 16	 月	

	 17	 火	 診　　察	 検 査 日		  燃　焼

	 18	 水	 診　　察	 診　　察		  資源１

	 19	 木	 診察(松村医師)	 診察(西尾医師)		  不　燃

	 20	 金	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 21	 土		

	 22	 日		

	 23	 月	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 24	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１

	 25	 水	 診　　察	 診　　察		

	 26	 木	 診察(松村医師)	 診察(西尾医師)		  資源２

	 27	 金	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 28	 土		

	 29	 日		

	 30	 月	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 31	 火	 診　　察	 検 査 日	 　　	 資源１

見える所に貼り、ご活用下さい。

粗　大
（予約）
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　お子様のしつけや発達などについて、臨床心理士の先生との個別相談会を開催します。
　相談は無料で、臨床心理士との個別相談となっておりますので、予約制です。また、定員に達し次第
受付を終了いたします。相談を希望される方は、下記までお申込みください。
　相談の内容などの秘密は、固く守られます。この機会をぜひご利用ください。

　こちらの検診は、皆さま個別で村外の医療機関に受診して頂く「個別検診」となります。
　今までに検診を受けたことのない方、症状があり心配のある方、特にこれまでの検診で「経過観察」
や「要精密検査」などの判定を受けた方は、積極的に受診して下さい。
　受診を希望される方は、専用の受診票をお渡ししますので平成31年２月28日までにほほえみポート
天川内健康福祉課までお申し込みください。

○�乳がん検診・子宮がん検診につきましては、下記の生年月日に当てはまる方は平成30年度の個人負担
が無料となります。この機会に是非受診ください。

胃内視鏡検診（胃カメラ） 乳がん検診 子宮がん検診

対象
（天川村民に限る）

50歳以上の方 40歳以上の女性 20歳以上の女性

受 診 間 隔 ２年に１度 ２年に１度 毎　　年

受 診 会 場 南奈良総合医療センター 南奈良総合医療センター
鎌田医院

県内検診
実施医療機関

自 己 負 担 ２，５００円 １，５００円 ２，０００円

発達相談のご案内

個別がん検診に関するお知らせ　

日　　程 場　　所

７月13日（金） ほほえみポート天川　２階

検診や教室等の内容や申込み方法、その他、疑問な点やご不明な点につきましては、
ほほえみポート天川　保健師までお問い合わせ下さい。

連絡先　☎63−9110

乳がん検診
40歳　昭和52年４月２日～昭和53年４月１日
45歳　昭和47年４月２日～昭和48年４月１日
50歳　昭和42年４月２日～昭和43年４月１日
55歳　昭和37年４月２日～昭和38年４月１日
60歳　昭和32年４月２日～昭和33年４月１日

子宮がん検診
20歳　平成９年４月２日～平成10年４月１日
25歳　平成４年４月２日～平成５年４月１日
30歳　昭和62年４月２日～昭和63年４月１日
35歳　昭和57年４月２日～昭和58年４月１日
40歳　昭和52年４月２日～昭和53年４月１日
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　天川村では、障がいのある方やそのご家族などに対して、生活する中での困りごとの相談を、「生
活相談センターのどか」へ委託しています。
　生活する中で、困っていることや、悩み事などありましたら、ご本人やご家族だけで抱え込まず
に、お気軽に「生活相談センターのどか」までご相談下さい。
　専門のスタッフが電話・面談・訪問による個別対応をしながら、一人ひとりのペースにあわせた対
応をしていただけます。相談は無料で、プライバシーは守られます。

　高田こども家庭相談センターでは、児童に関する様々な相談に応じるため、出張相談が開設されま
すので、相談ご希望の方は予約のうえご相談下さい。

○相談担当者　　　高田こども家庭相談センター職員　２名
○相談申込先　　　奈良県高田こども家庭相談センター
　　　　　　　　　☎０７４５－２２－６０７９（事前に電話予約をお願いします。）

場　　所 日　　　　時

健やか一番館４階
（吉野町 長寿福祉課）

相談時間：10時30分～16時00分
８月10日（金）／10月５日（金）
12月７日（金）／２月１日（金）

下市町保健センター
相談時間：10時30分～16時00分
７月６日（金）／９月７日（金）／11月２日（金）
１月11日（金）／３月１日（金）

～生活相談センターのどか～
○住　　所　吉野郡大淀町下渕8５４-１
○電　　話　０７４７-５３-２１５３
○Ｆ Ａ Ｘ　０７４７-６４-８８９０
○メ ー ル　nodoka41105@royal.ocn.ne.jp
○利用日時　月曜日～金曜日：９時～18時30分
　　　　　　第１・３土曜日：13時～17時
　　　　　　(その他お盆、年末年始はお休みです。）

高田こども家庭相談センター
　　　　定期出張相談の実施について

障がいのある方や、そのご家族で

　　　　　困っている事ありませんか？
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　療育手帳等をお持ちの方を対象とした交流の場「きずなサロン」を、５月16日（水）開催し、こ
れまで室内での交流が中心でしたが、五月晴れの続くさわやかな季節でもあり、今回初めて洞川方面
まで外出しました。
　自立支援協議会委員の皆さんやボランティアスタッフのご協力により、車いすの方・視覚障害等の
方も安心して村立資料館内を観覧したり、龍泉寺敷地内を散策することができました。昼食は、エコ
ミュージアムセンター内の芝生でお弁当を広げながら、久しぶりに会った参加者同士会話も弾み、和
やかな雰囲気のなか、楽しい時間を過ごすことができました。
　中には、「子どもの頃の遠足みたいで、とても楽しみにしていた。」と話して下さる方もいて、次
回のサロンもみなさんに喜んでいただけるよう、取り組んでいきたいと思います。
　今後も活動は継続していきますので、身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者福祉手帳をお持ちで
参加ご希望の方は、役場健康福祉課（☎６３－９１１０）まで、ご連絡ください。

　親馬の絵馬は、元文２年（1737年）城州伏見峯増講によって奉納されました（幅204センチ、高
さ142センチ）。子馬の絵馬は、宝歴十年（1760年）石田氏によって奉納され（幅69センチ、高さ
55センチ）、昭和59年からの大峯山寺本堂修理までは本堂に掲げられていました。本堂に掲げられ
ていた頃、夜になると馬の親子が絵馬から飛び出し、大峯山頂のお花畑を仲良く駈け回ったという昔
話が伝わっています。
　普段は大峯山頂の絵馬堂に展示されていますが、期間限定で来年秋まで山上ヶ岳歴史博物館にて展
示されます。山上ヶ岳歴史博物館は10月14日までの日曜祝日及び８月13日・９月29日に開館して
おります。皆様お誘い合わせのうえ、ぜひご来館ください。

第５回「きずなサロン」を開催しました

大峯山「馬親子絵馬」期間限定で展示中！！
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◇６月14日（木）サツマイモの苗植え

　天川小学校の児童１・２年生と農業委員の皆様でサツマイモの苗を植えました。
　この日は天候にも恵まれ、早朝から快晴で活動しやすい気候の中の開催となりました。
　活動内容は、まず農業委員の皆さんで、畑の畝作りをしていただきました。次に天川小学校の児
童、農業委員の皆様で力を合わせて150本のサツマイモの苗を植え、楽しい時間を過ごすことがで
きました。秋の収穫がとても楽しみです。
　農業委員の皆様、天川小学校１・２年生の児童の皆さん、お忙しい中本当にありがとうございま
した。

農業委員の皆様、天川小学校１．２年生の児童の皆さん、
お忙しい中本当にありがとうございました。

天川村農業委員会だより

サツマイモの苗植え

藁を被せました！



21

グラウンドゴルフ大会
　５月25日に、下市町、黒滝村、天川村の三町村による交流グラウンドゴルフ大会が、天川村健民
グラウンドにて開催されました。三町村から総勢115名が参加し、優勝を目指し競い合いました。
今大会は男女別に１位から５位までを表彰し、その他にも10位単位で表彰される「飛び賞」や「ホ
ールインワン賞」など様々な賞が贈られました。参加者の皆さん、日差しの厳しい中お疲れ様でし
た。そして素晴らしい試合をありがとうございました。

男性の部
順位 氏　名　（市町村名） スコア
１位 西本　一夫（下市町） 28
２位 嶋田　勇次（下市町） 33
３位 今北　雄三（下市町） 34
４位 柳谷　俊夫（下市町） 35
５位 山本　　忠（下市町） 37

女性の部
順位 氏　名　（市町村名） スコア
１位 西前　静代（天川村） 34
２位 前　寿美代（下市町） 35
３位 紺野　佳子（下市町） 38
４位 中西　里美（天川村） 38
５位 谷口　秀子（下市町） 38

第11回三町村（下市町・黒滝村・天川村）交流

競技を楽しむ三町村の選手の皆さん

天川村グラウンドゴルフ協会
中西隆司会長の挨拶

暑さにも負けず笑顔で

開会式の様子

村長も参加されました！

狙いを定めて…
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　第59回吉野郡民体育大会春季大会が、平成30年５月13日、19日に開催され、本村からはボウリ
ング競技と剣道競技に参加しました。

　剣道競技は、大淀中学校で開催され本村からは、北斗剣道クラブが参加しました。仲間や家族の
応援を力に変え、白熱した試合を見せてくれました。
　試合の結果は、個人戦では堀井魁星君が第３位に輝き、剣道基本技稽古法では、準優勝に堀井魁
星君・堀尾みのりさん、第３位に堀尾ブンタ君・堀井遥悠さん・名迫光希さんと５人もの選手が素
晴らしい成績を納めました。

剣道競技の結果

北斗剣道クラブ・ボウリングチームの皆さん、ありがとうございました。

ボウリング競技は、吉野ラッキーボウルにて開催さ
れ、本村からは２チームが参加しました。惜しくも、
団体戦での受賞は逃しましたが、個人の部にて堀井将
寛さんが第１位に輝きました。

ボウリング競技の結果

個人戦
第３位 堀井　魁星

個人戦
第１位 堀井　将寛

剣道基本技稽古法
準優勝 堀井　魁星
準優勝 堀尾　みのり
第３位 堀尾　ブンタ
第３位 堀井　遥悠
第３位 名迫　光希

第59回吉野郡民体育大会春季大会
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ムジークフェストなら 2018
「城間 健市」奉納コンサート
～天河神社御造営30周年記念～

　５月25日に、天河大辨財天社にてムジークフェストなら2018天河神社御造営30周年記念「城間
健市」奉納コンサートが開催されました。
「ムジークフェストなら」は、今年で７回目を迎える、奈良らしい社寺を中心とし、県内各地で多
種多様な音楽を楽しめるイベントです。今回天河神社にて城間健市氏は沖縄ロックを披露してくだ
さり、力強い声と、独特なトークで会場を大いに盛り上げ、この日集まった大勢の観客を笑顔にし
ました。演奏終了後には、アンコールの声が場内に響きわたり、天川村の夜の肌寒さを感じさせな
い熱さを感じる事のできるコンサートでした。
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い
て

▽�

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
た
ば
こ
税
の

税
率
、
課
税
標
準
等
に
つ
い
て
所
要
の
見

直
し
を
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

◇�

天
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽�

地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、
国
民

健
康
保
険
の
医
療
分
に
か
か
る
賦
課
限
度

額
等
に
つ
い
て
所
要
の
見
直
し
を
行
う
も

の
で
あ
り
ま
す
。

～
予
算
に
つ
い
て
～　

◇�
平
成
二
十
九
年
度
天
川
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
七
号
）
の
専
決
処
分
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽�

三
，
一
〇
〇
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

二
，
二
五
七
，
三
〇
〇
千
円
と
し
た
も
の

で
す
。

◇�

平
成
二
十
九
年
度
天
川
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
八
号
）
の
専
決
処
分
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽�

九
，
三
〇
〇
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

二
，
二
六
六
，
六
〇
〇
千
円
と
し
た
も
の

で
す
。

◇�

平
成
二
十
九
年
度
天
川
村
国
民
健
康
保
険

事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
四

号
）
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

▽�

二
四
，
七
一
九
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を

二
九
四
，
二
二
九
千
円
と
し
た
も
の
で

す
。

◇�

平
成
二
十
九
年
度
天
川
村
国
民
健
康
保
険

直
診
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二

号
）
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

▽�

一
二
，
五
〇
〇
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を

一
〇
九
，
六
七
九
千
円
と
し
た
も
の
で

す
。

◇�

平
成
二
十
九
年
度
天
川
村
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）
の
専
決
処
分

の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽�

二
八
，
五
〇
〇
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を

三
五
三
，
五
九
〇
千
円
と
し
た
も
の
で

す
。

◇�

平
成
三
十
年
度
天
川
村
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
一
号
）
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽�

九
〇
〇
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
二
，

一
九
九
，
五
〇
〇
千
円
と
し
た
も
の
で

す
。

～
そ
の
他
～

◇�
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
専
決

処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽�

村
が
所
有
・
管
理
す
る
中
谷
村
営
住
宅
の

屋
根
が
突
風
に
あ
お
ら
れ
飛
散
し
、
隣
接

す
る
住
宅
の
屋
根
等
を
破
損
さ
せ
た
こ
と

に
つ
い
て
の
も
の
で
す
。

報
告
事
項

◇�

平
成
二
十
九
年
度
天
川
村
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

▽�

道
路
災
害
防
除
対
策
事
業
費
を
含
む
九
件

一
一
三
，
七
三
三
千
円
の
繰
り
越
し
の
報

告
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

平
成
三
十
年
第
二
回
天
川
村
議
会
定
例
会

が
、
六
月
十
一
日
に
召
集
さ
れ
開
会
し
ま
し

た
。
会
期
に
つ
い
て
は
六
月
十
四
日
ま
で
の

四
日
間
と
定
め
、
原
案
の
と
お
り
承
認
、
可

決
等
あ
り
閉
会
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

承
認
事
項

～
条
例
に
つ
い
て
～

◇�

天
川
村
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の

人
員
及
び
運
営
の
基
準
等
に
関
す
る
条
例

の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

▽�

医
療
介
護
総
合
確
保
推
進
法
に
基
づ
く
介

護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、
指
定
居
宅
介

護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
の
基

準
等
に
つ
い
て
、
条
例
で
規
定
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

◇�

天
川
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

平
成
三
十
年
第
二
回
定
例
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り
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I N F O R M A T I O N

可
決
事
項

～
予
算
に
つ
い
て
～

◇��

平
成
三
十
年
度
天
川
村
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
二
号
）
に
つ
い
て

▽�

六
一
，
一
〇
〇
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

二
，
二
六
〇
，
六
〇
〇
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

◇�

平
成
三
十
年
度
天
川
村
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
三
号
）
に
つ
い
て

▽�

一
〇
〇
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
二
，

二
六
〇
，
七
〇
〇
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

　

　

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
健
康

相
談
は
無
料
相
談
の
み
で
、
診
療
・
検
査
等

は
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

目
の
健
康
相
談
（
眼
科
医
会
）

　

７
月
10
日
（
火
）
午
後
２
時
～
午
後
３
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談

（
内
科
部
会
）

　

７
月
11
日
（
金
）
午
後
２
時
～
午
後
３
時

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

精
神
科
に
関
す
る
健
康
相
談

（
精
神
神
経
科
部
会
）

　

７
月
23
日
（
月
）
午
前
10
時
～
午
前
11
時

開
催
場
所

　

奈
良
県
医
師
会
館
・
１
階　

　

県
民
健
康
サ
ー
ビ
ス
室

　

（
近
鉄
大
和
八
木
駅
か
ら
北
へ
徒
歩
７
分
）

お
問
合
わ
せ
先

　

〒
６
３
４
︱
８
５
０
２　

　

橿
原
市
内
膳
町
５
︱
５
︱
８　

　

奈
良
県
医
師
会
各
主
催
部
会　

　

☎
０
７
４
４
︱
22
︱
８
５
０
２

○�

「
が
ん
患
者
サ
ロ
ン
『
よ
し
の
』
」
開
催

の
お
知
ら
せ

開
催
日
時

　

平
成
30
年
７
月
14
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

開
催
場
所

　

吉
野
保
健
所
２
階　

大
会
議
室

内
容

１�

．
講
演
会
（
午
後
１
時
30
分
～
午
後
２
時

30
分
）

　

�

「
が
ん
医
療
に
お
け
る
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
に

つ
い
て
」

　
講
師
：
奈
良
県
立
医
科
大
学

　

緩
和
医
療
セ
ン
タ
ー
長 

四
宮
敏
典 

先
生

２�

．
交
流
会
（
午
後
２
時
30
分
～
午
後
３
時

30
分
）

　

が
ん
患
者
、
家
族
同
士
で
情
報
交
換
）

対
象

　

�

県
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
が
ん
患
者
、
そ

の
家
族

参
加
費

　

無
料

お
問
合
わ
せ
先

　

吉
野
保
健
所　

保
健
増
進
課　

　

母
子
・
健
康
推
進
係

　

☎
：
０
７
４
７
︱
64
︱
８
１
３
４

　

�

（
月
～
金　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
45
分
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
７
４
７
︱
52
︱
７
２
５
９　

予
約
必
要

予
約
必
要

予
約
不
要

　�

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が

行
な
う
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　�

奈
良
県
医
師
会
の
催
し
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お し ら せお し ら せ

一
、
応
募
資
格

１�

．
奈
良
県
在
住
の
70
歳
以
上
で
歯
の
健
康

な
方

　

（
若
干
の
欠
損
歯
、
か
ぶ
せ
等
可
）

２�

．
第
23
回
、
第
24
回
、
第
25
回
の
最
優
秀

の
方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん

二
、
応
募
方
法

　

�

官
製
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
、
電
話
番
号
、
生
年
月

日
、
性
別
、
年
齢
を
明
記
し
、

　

〒
６
３
０
︱
８
０
０
２

　

奈
良
市
二
条
町
二
丁
目
九
︱
二

　

�

奈
良
県
歯
科
医
師
会
・
高
齢
者
い
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル
係
迄

三
、
応
募
期
限

　

平
成
30
年
７
月
10
日
（
火
）
～

　

平
成
30
年
８
月
31
日
（
金
）

　

当
日
消
印
有
効
（
先
着
１
２
０
名
）

四
、
審
査
お
よ
び
表
彰

開
催
日
時　
平
成
30
年
10
月
４
日
（
木
）

　
　
　
　
　

正
午
～
午
後
４
時
半

開
催
場
所　
奈
良
市
二
条
町
二
丁
目
九
︱
二

　
　
　
　
　

奈
良
県
歯
科
医
師
会
館

※�

８
０
２
０
達
成
者
に
は
認
定
証
が
授
与
さ

れ
、
最
優
秀
賞
に
は
後
日
、
知
事
よ
り
賞

状
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

五
、
主
催　

　

一
般
財
団
法
人
奈
良
県
歯
科
医
師
会

　

共
催　

奈
良
県

後�

援　
財
団
法
人
奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

公
益
財
団
法
人
８
０
２
０
推
進
財
団

※�

昼
食
は
お
済
ま
し
の
上
、
ご
参
加
下
さ
い
。

※
ご
不
明
の
点
は
、
県
歯
科
医
師
会
ま
で

　

☎
０
７
４
２
︱
33
︱
０
８
６
１

受
付
期
間

・
郵
送
・
持
参
の
場
合

　

�

平
成
30
年
７
月
６
日
（
金
）
～
８
月
24
日

（
金
）
（
８
月
24
日
消
印
有
効
）

※�

持
参
に
よ
る
場
合
は
７
月
６
日
（
金
）
～

８
月
24
日
（
金
）
の
期
間
内
で
平
日
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に
奈
良
県
警
察

本
部
警
務
課
採
用
係
に
直
接
持
参
し
た
物

を
受
け
付
け
ま
す

※�

警
察
署
・
交
番
・
駐
在
所
へ
の
持
参
に
よ

る
受
付
は
し
て
い
ま
せ
ん

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合

　

�

平
成
30
年
７
月
６
日
（
金
）
～
８
月
20
日

（
月
）

※�

武
道
Ｂ
男
性
・
武
道
Ｂ
女
性
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
受
付
は
し
て
い
ま
せ
ん

募
集
区
分

　

Ａ
男
性
・
Ａ
女
性

・
採
用
予
定

　

Ａ
男
性　

10
名
程
度　

　

平
成
31
年
４
月
１
日
採
用

　

Ａ
女
性　

２
名
程
度　

　

平
成
31
年
４
月
１
日
採
用

・
受
験
資
格

　

�

昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大

学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
人
又
は
平
成
31

年
３
月
末
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
、

も
し
く
は
人
事
委
員
会
が
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
人

　

Ｂ
男
性
・
Ｂ
女
性

・
採
用
予
定

　

Ｂ
男
性　

18
名
程
度　

　

平
成
31
年
４
月
１
日
採
用

　

Ｂ
女
性　

３
名
程
度　

　

平
成
31
年
４
月
１
日
採
用

・
受
験
資
格

　

�

昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
Ａ
男
性
・

Ａ
女
性
以
外
の
人

　

武
道
Ｂ
男
性
・
武
道
Ｂ
女
性

・
採
用
予
定

　

武
道
Ｂ
男
性　

１
名
程
度　

　

平
成
31
年
４
月
１
日
採
用

　

武
道
Ｂ
女
性　

１
名
程
度　

　

平
成
31
年
４
月
１
日
採
用

・
受
験
資
格

　

�

平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
応
募
時
を

基
準
と
し
て
、
柔
道
は
講
道
館
、
剣
道
は

全
日
本
剣
道
連
盟
が
そ
れ
ぞ
れ
認
定
す
る

段
位
で
、
男
性
は
２
段
以
上
、
女
性
は
初

段
以
上
を
有
す
る
人

試
験
日
・
試
験
会
場

第
１
次
試
験

・
体
力
試
験
（
実
技
判
定
）
・
実
技
試
験

　

�

９
月
１
日
（
土
）
、
２
日
（
日
）
の
う
ち

指
定
す
る
１
日

・
試
験
会
場

　

奈
良
県
警
察
学
校

※
実
技
判
定
は
武
道
区
分
の
み
実
施
し
ま
す
。

・
教
養
試
験
・
論
策
分
試
験

　

９
月
16
日
（
日
）

・
試
験
会
場

　

奈
良
県
立
二
階
堂
高
校

・
口
述
試
験

　

�

平
成
30
年
10
月
６
日
（
土
）
。
７
日

（
日
）
の
う
ち
指
定
す
る
１
日

・
試
験
会
場

　

奈
良
県
警
察
学
校

※�

Ａ
男
性
・
Ａ
女
性
・
Ｂ
男
性
・
Ｂ
女
性
区

分
の
う
ち
、
教
養
試
験
及
び
体
力
試
験
で

一
定
の
点
数
に
達
し
て
い
る
物
に
対
し
て

実
施
し
ま
す
。

お
問
合
わ
せ
先
・
受
験
申
込
先

　

〒
６
３
０
︱
８
５
７
８

　

奈
良
市
登
大
路
町
８
０
番
地　

　

奈
良
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係

　

☎
０
１
２
０
︱
35
︱
１
２
０
４

　

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
と
サ
マ
ー
ジ
ャ

ン
ボ
ミ
ニ
が
７
月
９
日
（
月
）
か
ら
全
国
で

２
種
類
同
時
発
売
さ
れ
ま
す
。
各
１
枚

３
０
０
円
。

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の
明
る

く
住
み
よ
い
町
作
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

（
公
財
）
奈
良
県
市
町
村
振
興
協
会

　�

平
成
30
年
度
警
察
官
（
第
２

回
）
採
用
試
験
情
報

　�

第
26
回
奈
良
県
高
齢
者
い
い
歯

の
コ
ン
ク
ー
ル
募
集
要
項

　�

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売
！
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I N F O R M A T I O N

①
自
衛
官
候
補
生
（
任
期
制
）

対
象

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女

　

（
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
）

受
付
期
間

　

男
子
・
女
子　

年
間
を
通
し
随
時

試
験
日

　

�

平
成
30
年
７
月
22
日（
日
）（
男
子・女
子
）

　

�

平
成
30
年
８
月
25
日（
土
）（
男
子・女
子
）

　

平
成
30
年
８
月
26
日
（
日
）
（
男
子
）

　

平
成
30
年
９
月
16
日
（
日
）
（
男
子
）

　

平
成
30
年
９
月
24
日
（
月
・
祝
）（
女
子
）

試
験
会
場

　

航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

　

（
奈
良
県
奈
良
市
法
華
寺
町
）

試
験
内
容

　

�

筆
記
試
験
、
口
述
試
験
、
適
性
検
査
、
身

体
検
査

②�

一
般
曹
候
補
生
（
陸
上
・
海
上
・
航
空
自

衛
隊
）

対
象

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女

　

（
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
）

受
付
期
間

　

�

平
成
30
年
７
月
１
日（
日
）～
９
月
７
日（
金
）

試
験
日

　

一
次
試
験

　

平
成
30
年
９
月
23
日
（
日
）

試
験
会
場

　

航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

　

（
奈
良
県
奈
良
市
法
華
寺
町
）

試
験
内
容

　

筆
記
試
験
、
適
性
検
査
（
一
次
試
験
）

※�

二
次
試
験
で
口
述
試
験
及
び
身
体
検
査
が

あ
り
ま
す

※�

二
次
試
験
の
詳
細
は
、
一
次
試
験
合
格
発

表
後
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

③
航
空
学
生
（
海
上
・
航
空
自
衛
隊
）

対
象

海
上　
18
歳
以
上
23
歳
未
満
の
男
女

　
　
　

（
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
）

航
空　
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
男
女

　
　
　

（
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
）

受
付
期
間

　
�

平
成
30
年
７
月
１
日（
日
）～
９
月
７
日（
金
）

試
験
日

　

一
次
試
験

　

平
成
30
年
９
月
17
日
（
月
・
祝
）

試
験
会
場　
　

　

航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

　

（
奈
良
県
奈
良
市
法
華
寺
町
）

試
験
内
容

　

筆
記
試
験
、
適
性
検
査

※�

二
次
試
験
か
ら
は
航
空
身
体
検
査
、
口
述

試
験
等
が
あ
り
ま
す

※�

二
次
試
験
以
降
の
詳
細
は
、
一
次
試
験
合

格
発
表
後
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
左
記
の
事
務
所
ま
で
お
問
合
せ

下
さ
い
。

お
問
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部　

　

五
條
地
域
事
務
所

　

奈
良
県
五
條
市
今
井
５
丁
目
１
︱
12　

　

サ
ン
タ
ウ
ン
二
階

　

�

☎
０
７
４
７
︱
22
︱
３
７
８
９
（
Ｆ
Ａ
Ｘ

兼
用
）

　

犯
罪
や
事
件
・
事
故
の
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
や
、
ご
遺
族
の
方
か
ら
の
電
話
相
談
や
生

活
支
援
、
警
察
・
病
院
へ
の
付
き
添
い
な
ど

の
直
接
支
援
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
講
座
を
修
了
し
、
適

正
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
方
に
委
嘱
し
ま
す
。

募
集
期
間　

　

平
成
30
年
７
月
31
日
（
火
）
ま
で

募
集
人
員　

　

20
名
程
度

応
募
資
格

・
奈
良
県
在
住
の
成
人
（
70
歳
未
満
の
方
）

・
性
別
、
職
業
、
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん

・�

犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
活
動
の
趣
旨
に
賛

同
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
で
き

る
方

選
考

　
�

応
募
さ
れ
た
方
に
は
、
書
類
選
考
の
上
、

面
接
を
行
い
ま
す

講
習　
　

　

�
支
援
活
動
に
必
要
な
知
識
等
を
取
得
す
る
た
め

一
定
の
講
習
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
30
年
８
月
31
日
（
金
）
～

　

12
月
14
日
（
金
）
（
予
定
）

※
原
則
と
し
て
毎
週
金
曜
日

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時
頃

お
問
合
わ
せ
先　

　

〒
６
３
０
︱
８
２
１
５

　

奈
良
市
東
向
中
町
６
番
地

　

奈
良
県
経
済
倶
楽
部
経
済
会
館
４
階

　

�

公
益
社
団
法
人
な
ら
犯
罪
被
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
事
務
局

　

☎
０
７
４
２
︱
26
︱
６
９
３
５

　

（
月
～
金　

午
前
１
１
時
～
午
後
４
時
）

※
土
日
祝
日
は
除
く

　

放
送
大
学
で
は
平
成
30
年
度
第
２
学
期

（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で

す
。
働
き
な
が
ら
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学

び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
10

代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
の
方
が
学
ん
で

い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、
約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業

科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
べ
ま
す
。

出
願
期
間

　

第
１
回　

平
成
30
年
６
月
15
日
（
金
）
～

　

平
成
30
年
８
月
31
日
（
木
）

　

第
２
回　

平
成
30
年
９
月
１
日
（
土
）
～

　

平
成
30
年
９
月
20
日
（
木
）

出
願
方
法

　

郵
送
ま
た
は
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

お
問
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
奈
良
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
４
２
︱
20
︱
７
８
７
０ 

　�

平
成
30
年
度
国
家
公
務
員
採
用
一
般
職

試
験
（
高
卒
者
試
験
）
日
程
に
つ
い
て

　�

犯
罪
被
害
者
支
援
に
携
わ
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
支
援
員（
第
12
期
）を
募
集
し
ま
す

　�

放
送
大
学
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
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お し ら せお し ら せ

　

海
上
保
安
庁
は
、
平
成
30
年
度
海
上
保
安

大
学
校
・
海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

海
上
保
安
学
校
学
生

受
験
資
格　
　

　

�

平
成
30
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高
等
学

校
、
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
５
年
を
経
過
し
て

い
な
い
者
及
び
平
成
31
年
３
月
ま
で
に
高

等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る

見
込
み
の
者
。
又
は
同
等
の
資
格
が
あ
る

と
人
事
院
が
認
め
る
者
。

受
付
期
間　
　

　

７
月
17
日
（
火
）
～
７
月
26
日
（
木
）

一
次
試
験

　

平
成
30
年
９
月
23
日
（
日
）

海
上
保
安
大
学
校
学
生

受
験
資
格　
　

　

�

平
成
30
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高
等
学

校
、
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
２
年
を
経
過
し
て

い
な
い
者
及
び
平
成
31
年
３
月
ま
で
に
高

等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る

見
込
み
の
者
。
又
は
同
等
の
資
格
が
あ
る

と
認
め
る
者
。

受
付
期
間　
　

　

８
月
23
日
（
木
）
～
９
月
３
日
（
月
）

一
次
試
験

　

�

平
成
30
年
10
月
27
日（
土
）～
10
月
28
日（
日
）

お
問
合
わ
せ
先

　

〒
５
５
２
︱
０
０
２
１

　

大
阪
市
港
区
築
港
４
丁
目
１
０
番
３
号

　

大
阪
海
上
保
安
監
部
管
理
課

　

�

☎
０
６
︱
６
５
７
１
︱
０
２
２
１
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
兼
用
）

　

夏
が
近
づ
く
と
、
家
の
中
で
じ
っ
と
し
て

い
て
も
室
温
や
湿
度
が
高
い
た
め
に
、
体
か

ら
熱
が
逃
げ
に
く
く
熱
中
症
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
熱
中
症
を
し
っ
か
り
予
防
し
、

楽
し
い
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

《
熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
》

◆
部
屋
の
温
度
を
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク

　

（
温
度
計
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
）

◆�

室
温
は
28
度
を
超
え
な
い
よ
う
に
エ
ア
コ

ン
や
扇
風
機
を
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う

◆�

の
ど
が
渇
か
な
く
て
も
、
こ
ま
め
に
水
分

補
給
を

◆�

外
出
の
際
は
体
を
締
め
付
け
な
い
涼
し
い

服
装
で
、
日
よ
け
対
策
も
忘
れ
ず
に

◆
無
理
を
せ
ず
、
適
度
に
休
憩
を

　

（
睡
眠
時
間
も
十
分
に
）

◆�

日
頃
か
ら
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
と

体
力
作
り
を

　

夏
は
、
花
火
の
シ
ー
ズ
ン
で
あ
り
ま
す
が
、

取
り
扱
い
上
の
不
注
意
か
ら
毎
年
火
災
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
素
敵
な
思
い
出
に
す
る
た
め
に

も
以
下
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
子
ど
も
だ
け
で
花
火
を
し
な
い

②�

周
り
に
燃
え
や
す
い
物
が
な
い
か
確
認
す
る

③
水
バ
ケ
ツ
を
準
備
し
て
確
実
に
火
を
消
す

④
風
の
強
い
日
は
し
な
い

火
災
・
救
急
は
１
１
９

付
い
て
い
ま
す
か
？
住
宅
用
火
災
警
報
器

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合　
　

下
市
分
署

　

http://www.naraksk119.jp/

　�

海
上
保
安
官
募
集
！

　�

火
遊
び
・
花
火
に
よ
る
火
災
の

防
止

　�

熱
中
症
を
予
防
し
て
元
気
な
夏
を

① ② ③ ④

地域福祉ボランティア基金
金、１００,０００円

洞川　辻　美里  様
（亡夫　祥元様ご供養として）

ありがとうございました

地域福祉ボランティア基金
金、１００,０００円

東大阪市　青木　寿典  様
（亡父　治郎様ご供養として）

ありがとうございました
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　５月15日（火）から３泊４日
で東京方面修学旅行に行ってき
ました。絶好の天候に恵まれ、
気心の知れた８名でたくさんの
素晴らしい思い出を作って帰っ

てきました。見てきたこと・聞いてきたこ
と・体験してきたこと・感じてきたことをこ
れからの学校生活や今後の
人生に生かしてくれること

を大いに期待しています。ひと回り大きくなった３年生の今後
の活躍が非常に楽しみです。

　５月17日（木）、１・２年生は校外学習で太陽の
塔の内部見学とニフレルに行ってきました。48年ぶ
りに公開された太陽の塔の内部は、印象的な色使いと
昔にもこんな技術があったのかという驚きで子どもた
ちも興味津々でした。ニフレルでは、珍しい魚や動物

にふれ、楽しい時間を過ごしました。天候にも恵まれ、芝生
の上で食べたお弁当は格別でした。

３年生、修学旅行

天川中学校だより

楽しかった修学旅行＆校外学習!!!楽しかった修学旅行＆校外学習!!!

１＆２年生、校外学習
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７
月
の
出
来
事

と
鮎
に
つ
い
て

　

７
月
は
ど
ん
ど
ん
暑
く
な
っ
て
く
る
た
め
、
よ
り
夏
と
い
う
感
じ
が
強
く
な
っ
て
く
る
時
季
で
す
。
梅
雨
も
徐
々

に
あ
け
様
々
な
レ
ジ
ャ
ー
等
の
活
動
が
し
や
す
く
な
り
、
７
日
に
は
七
夕
後
半
に
は
夏
休
み
と
楽
し
み
も
控
え
て
、

楽
し
い
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
天
気
が
よ
く
、
そ
う
い
っ
た
活
動
に
向
く
分
日
差
し
も
強
い
の
で
、
熱
中
症

に
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
天
川
村
の
中
で
７
月
の
行
事
と
し
て
は
、
７
日
に
龍
泉
寺
の
七
夕
祭
り
護
摩
供
が
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら

は
、
龍
泉
寺
駐
車
場
横
の
護
摩
道
場
で
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
天
河
大
辨
財
天
社
で
は
７
月
16
日
か
ら
22
日
ま
で
の

間
で
御
造
営
三
十
年
記
念
大
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
期
間
は
特
別
に
本
殿
参
殿
の
大
扉
が
開
帳
さ
れ
、
間
近
に
天

河
大
辨
財
天
神
像
、
後
醍
醐
天
皇
像
、
天
宇
受
賣
命
像
（
あ
め
の
う
ず
め
の
み
こ
と
ぞ
う
）
ら
の
大
神
様
を
御
崇
拝

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
各
種
芸
能
、
音
楽
等
の
奉
納
や
江
州
音
頭
、
最
終
日
に
は
奉
納
大
花
火
等

も
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
奉
納
等
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
天
河
大
辨

財
天
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
電
話
等
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
本
殿
へ
の
昇
殿

に
つ
き
ま
し
て
は
、
正
装
も
し
く
は
そ
れ
に
準
じ
た
服
装
で
、
素
足
で
の
昇
殿
は
避
け
る
と
行
っ
た
よ
う
に
作
法
も

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
天
川
村
で
も
５
月
末
に
鮎
が
解
禁
さ
れ
ま
し
た
。
鮎
は
主
に
初
夏
か
ら
夏
に
か
け
て
出
回
る
魚
で
村
内
で

も
ア
メ
ノ
ウ
オ
と
並
ん
で
釣
り
に
来
ら
れ
る
方
の
多
い
魚
で
す
。
独
特
の
香
り
を
持
つ
こ
と
か
ら
香
魚
、
一
年
し
か

生
き
な
い
生
態
か
ら
と
し
魚
と
い
っ
た
呼
び
方
も
あ
り
ま
す
。
鮎
そ
の
も
の
は
夏
の
季
語
で
す
が
、
若
鮎
は
春
、
秋

に
産
卵
の
た
め
に
川
を
下
る
鮎
を
指
す
落
ち
鮎
は
秋
、
幼
魚
を
指
す
氷
魚
は
冬
と
い
っ
た
よ
う
に
そ
の
一
年
し
か
生

き
な
い
中
で
、
季
節
を
表
す
魚
で
も
あ
り
ま
す
。
特
徴
的
な
の
は
縄
張
り
意
識
の
強
さ
で
、
あ
る
程
度
成
長
し
、
自

分
の
縄
張
り
を
持
っ
た
鮎
は
近
づ
い
て
来
る
他
の
鮎
に
容
赦
な
く
ぶ
つ
か
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
性
質
を
利
用
し
て
、

囮
の
鮎
に
つ
け
た
針
に
引
っ
か
け
る
事
で
釣
る
友
釣
り
が
鮎
の
有
名
な
釣
り
方
で
あ

り
、
村
内
各
地
で
も
鮎
釣
り
が
解
禁
さ
れ
て
い
る
時
期
に
は
友
釣
り
用
の
鮎
が
売
ら

れ
て
い
ま
す
。
食
材
と
し
て
も
人
気
が
あ
り
、
塩
焼
き
や
天
ぷ
ら
が
美
味
と
い
わ
れ

ま
す
が
、
独
特
な
調
理
法
と
し
て
は
鱗
や
内
臓
を
除
い
た
物
を
骨
ご
と
薄
く
輪
切
り

に
し
た
背
ご
し
と
い
う
物
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
背
ご
し
や
そ
の
他
刺
身
な
ど
に

関
し
て
は
鮎
を
は
じ
め
と
し
た
川
魚
に
は
つ
き
も
の
で
あ
る
寄
生
虫
の
問
題
も
あ
る

た
め
、
食
品
衛
生
調
査
会
な
ど
で
は
生
食
を
避
け
る
こ
と
が
対
策
と
な
る
と
い
っ
た

報
告
も
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
ご
自
分
で
調
理
さ
れ
る
際
は
こ
う
い
っ
た
点
に
も
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

釣
り
の
際
に
は
入
漁
券
も
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
夏
の
風
物
詩
と
し
て
皆
様
も

鮎
釣
り
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。


